
【コード】  高さの異なるふたつ以上の音を同時に鳴らした時に作られる音のこと（和音）。ちなみに、ルートとはコードの基礎となる音で、コード・ネームにおいて英語の大文字で示される。

　パワー・コードを演奏する時には、
余弦のミュートにも気を配ることが大
切だ。人差指の先端で低音弦、腹
部分で高音弦の振動をしっかり抑え
よう（写真③）。さらに、フレーズ
によっては、中指と薬指を活用して、
低音弦をミュートするとよい（写真
④）。このような余弦のミュート・テク
ニックを身につけて、クリアなサウン
ドを生み出そう。

左指を活用して
余弦の振動を完全カット！

　このメイン・フレーズでは、“ミュー
ト音”と“ノン・ミュート音”を的確に
弾き分けるために、ブリッジ・ミュー
ト時とノン・ミュート時の右手とブリッ
ジの距離感を把握しておくことが大
切だ（図1）。また、ブリッジ・ミュー
トを掛けたコードは弦の振動が抑え
られて音が小さくなるので、少し強
めにピッキングするとよいだろう。

ブリッジ・ミュート時は
強めにピッキングしよう

　メイン・フレーズ1小節目のような開
放弦を含むパワー・コ

※
ードは、人差

指を使って押弦しよう（写真①）。こ
の時、指を寝かせて高音弦をミュー
トすることも大切なポイントになる。
中指で押弦することもできるが、指
が寝かしにくく、ほかのフレーズにも
スムーズに繋げていけないことが多
いので、お勧めできない（写真②）。

人差指を寝かせて
高音弦をミュートせよ！

開放弦を含むパワー・コード・フォーム。人差指を使うこと
によって、コードを的確に鳴らすことができる。

5弦や4弦ルートのパワー・コードを演奏する時には、人
差指の先端を使って低音弦をミュートしよう。

中指で押弦すると、ミュートが甘くなったり、ほかのフレー
ズにスムーズに繋げられないことがある。

中指や薬指も活用することによって、低音弦の余計な振
動を的確に抑えられる。


